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１. はじめに 

 本研究は、耐食性に優れた新素材とその性能評価方法を検討し、これらを活用した既設下水道施設の新し

いコンクリート補修技術の確立を目的とし、平成 13 年度より開始された。平成 14 年度からは研究をより効

率的に実施するため、要求性能を満たす材料・補修技術が開発できる組織・機関を公募し、民間 11 社と公益

法人 1 団体の参加を得て「下水処理施設のコンクリート補修材料に関する共同研究」を実施した。 

 平成 16 年度は、これまでに試作した耐食性新材料について、適切な性能評価手法に基づき下水道環境にお

ける耐食性・適用性を評価するとともに、これらの現場施工性に関する調査を実施した。 

 

２．研究の概要 

 本研究で研究対象とした、コンクリート補修用防食材料を以下に示す。 

（１）耐酸性モルタル 

 耐酸性モルタルの下水道施設のコンクリート補修への適用には、防食材料として無塗装で利用される場合

と、塗布型ライニング材の下地材として用いられる場合がある。前者は、穏やかな腐食環境条件に対する比

較的安価な防食材料としての用途であり、平成 15 年度にはその耐食性についての検討結果を報告した。後者

は、塗布型ライニング材の表面に傷やピンホールが発生しても、膨れ・はがれへの進行を抑制することがで

きる材料である。ここでは、その施工条件および膨れ・はがれ抑制効果について報告する。 

（２）塗布型ライニング材 

 塗布型ライニング材は多種製品が販売され、最も普及している補修材料である。過年度までに、塗布型ラ

イニング材の主な劣化現象である“膨れ”を抑制する新しい塗装系と、膨れ抑制能力の指標となる新しい付

着能力試験方法（引き剥がし試験）について検討し、平成 15 年度にその結果を報告済みである。 

（３）炭素繊維シート 

 炭素繊維シート工法は、炭素繊維を一方向に引き揃えた一方向シートまたは縦横二方向に織り込んだ二方

向シートを、室温で硬化する樹脂を用いてコンクリート表面に含浸させながら接着させ、構造物を補修・補

強する工法である。本工法は下水道環境においても優れた耐食性を示す可能性があり、防食効果と補強効果

を兼ね備えたコンクリート補修工法として活用できるものと期待される。 

（４）シートライニング材 

 シートライニング材は防食効果が高いため、腐食環境が厳しく点検・補修が困難な場所に使われる工法で

ある。しかし、従来のシートライニング材は塗布型ライニング材と比較すると高価である上に、施工性が劣

る場合もある。そこで本研究では、FRP 引抜成形材あるいは金属被覆材料（チタン板）を活用し、より経済

的かつ施工性に優れた新しいシートライニング工法の開発に取り組んだ。 

 

３. 耐酸性モルタルの施工条件に関する検討 

３.１ 概要 

 モルタルの凝結・硬化は、配合されたセメントの水和反応によって起こる。水和反応の進行は、温度や湿
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度などの環境条件に左右されやすい。そこで、耐酸性モルタルの適切な養生条件の把握を目的として、耐酸

性モルタルの成形時および養生時の温度や湿度条件が、その水分率や表層引張強さに及ぼす影響を確認した。 

 

３.２ 試験方法 

 耐酸性モルタル 3 種類（SBR 系、アクリ

ル系、エポキシ系ポリマーセメントモルタ

ル）および汎用モルタル 3 種類（セメント

モルタル）を、それぞれ 300×300×60 のコ

ンクリート平板上に 20mm の厚さで塗布し、

表‐１に示す環境で養生後、表面水分率お 

表‐１ モルタルの養生条件 

成形および養生環境養生 
条件 温度 湿度 

表層引張試験 
の材齢 

備考 

1 5℃ 60±5%RH 2, 3, 7 日  
2 40±5%RH  
3 60±5%RH  
4 

20℃
90%RH 以上 ビニール袋封緘養生

5 60±5%RH  
6 

30℃
90%RH 以上

1, 3, 7 日 

ビニール袋封緘養生

 

よびモルタルの表層引張強さを求めた。 

 

３.３ 試験結果 

 一部のモルタルを除き、養生期間の経過と共

に表面水分率は低下し、モルタルの表層引張強

さは向上した。表面水分率は養生温度が高く、

湿度が低いほど小さくなる傾向となった。また、

低温環境では十分な表層引張強さが得られるま

でに長時間を要することが明らかとなった。 

 図‐１は養生材齢とモルタルの表層引張強さ

の関係の一例として、養生温度 20℃での試験結

果を示したものである。汎用モルタルの結果を

見ると、低湿度ほど強度が低く、水分の蒸発に

よる表層部分の脆弱化現象（ドライアウト）が

発生しているものと推察される。この場合、時

間が経過しても大幅な強度の向上は認められな

かった。一方、耐酸性モルタルは短時間で強度

が向上し、養生期間 1 日で 1N/mm2以上、7 日で

は 2～4N/mm2程度の表層引張強さが得られた。

耐酸性モルタルは低湿度環境においても乾燥の

影響を受けにくく、高い強度が得られるこ 
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図‐１ 養生材齢とモルタルの表層引張強さの関係 

とが明らかとなった。 

 

４. 塗布型ライニング材の施工管理条件に関する検討 

４.１ 概要 

 下水道施設の補修工事において塗布型ライニン 
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図‐２ 試験のフロー 

グ材を使用する場合、劣化部を除去して断面修復を行った後、ライニング材を施工するのが通常である。塗

布型ライニング材の性能を最大限発揮させるためには、断面修復材施工後、どのタイミングでライニング材

を施工するのかが重要なポイントとなる。そこで、塗布型ライニング材を施工する時点での断面修復材の表

層水分率と引張強さが、塗布型ライニング材塗膜の付着強さに及ぼす影響について検討した。 



 

４.２ 試験方法 

 試験は断面修復材 4 種類（耐酸性モル

タル 3 種類、汎用モルタル 1 種類）と塗

布型ライニング材 2 種類（汎用エポキシ、

ＦＲＰ）を用いて行った。供試体の作製

から付着力試験までのフローを図‐２に

示す。まず、5℃および 20℃の環境下で

コンクリート基板上に断面修復材を

20mm の厚さで施工し、同一条件下で一 
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図‐３ 供試体の概略図 

定期間養生（養生Ⅰ）後、断面修復材の引張強さと表層水分率を測定した。この直後に、塗布型ライニング

材を図‐３のように塗布し、同一条件下で一定期間養生（養生Ⅱ）後、塗布型ライニング材塗膜の付着強さ

を測定した。この供試体をさらに、60℃温水に 10 日間浸漬した後、再び塗膜の付着強さを測定した。 

 

４.３ 試験結果 

 断面修復材と塗布型ライニング材との付着強さは、ライニング

材被覆後の養生期間を長く取ることにより、概ね日本下水道事業 

団規格値（1.5N/mm2）を満足する結果となった。 

 一般に塗布型ライニング材の施工管理条件は、下地からの水蒸

気による塗膜の膨れや付着性の低下を防止する観点から、下地含

水率 8％以下とされている場合が多いが、塗布型ライニング材施

工時における断面修復材表層水分率と塗布型ライニング材付着強

さ（材齢 14 日）との関係（図‐４）からは、これを裏付ける明確

な相関は認められなかった。一方、塗布型ライニング材施工時に

おける断面修復材の引張強さと塗布型ライニング材の付着強さ

（材齢 14 日）との関係（図‐５）から、断面修復材の引張強さ

0.5N/mm2を境に、それ以上の領域で塗布型ライニング材付着強さ

が規格値（1.5N/mm2）を満足することが明らかとなった。 

 本試験の結果から、次工程に塗布型ライニングを施工する場合

の養生期間は、引張強さ 0.5N/mm2が得られるまでとし、目安とし

て 5℃では養生期間 2～3 日以上、20℃および 30℃では養生期間 1

日以上確保することが望ましい、との結論が得られた。 

0

1

2

3

4

5

0 2

塗
布

型
ラ

イ
ニ

ン
グ

材
の

付
着

強
さ

（ N
/m

m
2
）

4 6 8 10

断面修復材の表層水分率（％）

表層水分率
8%以上で合格

表層水分率
8%以下で不合格

0

1

2

3

4

5

0 2

塗
布

型
ラ

イ
ニ

ン
グ

材
の

付
着

強
さ

（ N
/m

m
2
）

4 6 8 10

断面修復材の表層水分率（％）

表層水分率
8%以上で合格

表層水分率
8%以下で不合格

図‐４ 塗布型ライニング材の付着強さと

断面修復材の表層水分率との関係 
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図‐５ 塗布型ライニング材の付着強さと

断面修復材の引張強さとの関係 

 

５. 耐酸性モルタルと塗布型ライニング材との併用効果に関する検討 

５.１ 概要 

 塗布型ライニング材によるコンクリートの防食工法では、何らかの

原因により塗膜に欠損が生じる場合がある。その際、欠損部から浸透

する硫酸により下地の断面修復材が腐食劣化し、塗布型ライニング材

のはがれにつながることがある。そこで、下水環道境下においてライ

ニング材塗膜に欠損が生じたと想定し、下地材の劣化挙動を調べた。 
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図‐６ 供試体の概略図 
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５.２ 試験方法 

 3 種類の耐酸性（ポリマーセメント）モルタルと、1 種類の汎用（セメント）モルタルを試験に用いた。こ

れらのモルタルを JIS A1171に基づき 70×70×20mmの寸法に成形し、表面水分率が 8％以下になった時点で、

表面にエポキシ樹脂系ライニング材を塗布した。供試体上面のライニング材には、カッターで基材モルタル

表面に達する切れ目を入れた（図‐６）。この供試体を 5wt%、20℃の硫酸に 28 日間浸せきした後、外観観

察、質量測定、供試体断面の観察等を行った。 

 

５.３ 試験結果 

 硫酸浸せき後の供試体断面に 1%フェノ

ールフタレイン溶液を噴霧し呈色状況を調

べたところ（図‐７、表‐２）、汎用モルタ

ルの塗膜欠損部は中性化領域が大きく、硫

酸の浸透による腐食劣化の進行により塗布

型ライニング材に膨れが発生していること

がわかった。汎用モルタルは、水酸化カ 

塗膜欠損部

中性化領域

10 mm 10 mm
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(a) 耐酸性モルタル C (b) 汎用モルタル E 

図‐７ 硫酸浸せき後の供試体断面（1%フェノールフタレイン溶液を噴霧） 

 

ルシウムの生成量が耐酸性モルタルに比べて多く、

硫酸との反応により二水石膏を生成しやすい。この

二水石膏が欠損部の塗膜を押し広げ、硫酸劣化を助

長したものと考えられる。 

 一方、耐酸性モルタルの塗膜欠損部は僅かに中性

化領域が認められたが、ライニング材に膨れ、ひび

割れ等の変状はなかった。耐酸性モルタルは、少な

い水酸化カルシウム生成量や緻密な硬化体組織を意

図した配合設計により耐酸性が付与されているため、

欠損部に硫酸溶液が接触した場合においても二水石

膏が生成されにくく、モルタル中に硫酸が拡散 

表‐２ 硫酸浸せきによる供試体の質量変化率と中性化領域の面積 

試験 No 外観観察 
質量変化率 

（％） 
中性化領域 

(mm2) 
変状なし 0.25 * 8.3 
変状なし 0.10 6.0 

耐酸ﾓﾙﾀﾙ

Ａ 
変状なし 0.09 

0.10 
8.2 

7.5 

変状なし 0.11 3.8 
変状なし 0.12 4.6 

耐酸ﾓﾙﾀﾙ

Ｂ 
変状なし 0.12 

0.12 
3.1 

3.8 

変状なし 0.19 2.4 
変状なし 0.19 3.0 

耐酸ﾓﾙﾀﾙ

Ｃ 
変状なし 0.17 

0.18 
3.2 

2.9 

欠損部に膨れ 0.76 37.6 
欠損部に膨れ 0.35 14.2 

汎用ﾓﾙﾀﾙ

Ｅ 
欠損部に膨れ 0.40 

0.50 
21.1 

24.3 

しにくい。そのため、塗膜欠損部に変状が発生しなかったものと考えられる。以上の結果から、塗布型ライ

ニング材の下地に用いる断面修復材として、耐酸性モルタルを適用することの優位性が確認された。 

 

６. 炭素繊維シートによるコンクリート補強工法の下水道施設施設への適用性に関する検討 

６.１ 概要 

 炭素繊維シートによる補修・補強工法を下水道環境下のコンクリート

構造物に適用する場合には、補強効果と同時に補強材料の耐硫酸性も要

求される。そこで、炭素繊維シートとコンクリートとの付着性能が特に

要求される下水道施設施設の床スラブや梁の曲げ補強を想定し、小型供

試体を用いた曲げ強度試験により硫酸環境下における炭素繊維シートの

曲げ補強性能について検討した。 

 

６.２ 試験方法 

 50×40×250mm のモルタル表面に炭素繊維シートを貼付して作製し 
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図‐８ 供試体載荷方法 
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た供試体を、40℃・10wt%の硫酸水溶液に所定の期間浸せきし、浸せき後の供試体曲げ強さを求めた。炭素

繊維シートの上塗り材は３種類とした。曲げ強度試験は JIS R5201 に基づき、支持スパン 220mm の中央集中

載荷（図‐８）で行った。 

 

６.３ 試験結果 

 硫酸浸せき時における供試体の曲げ強度保持率の経時変

化を図‐９に示す。供試体 HA と HC については炭素繊維

の剥離によって、供試体 HB については炭素繊維の破断に

よって、それぞれ最大耐力に至った。各供試体とも浸せき

時間が増加しても破壊モードが変化することはなかった。

120 日のデータに関しては試験継続中であるが、56 日時点

ではほぼ初期の曲げ強度を維持していることが確認された。

供試体断面の元素分析結果から、120 日浸せき後において

も硫酸は上塗り材塗膜内までしか浸入していなかったこと 
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図‐９ 硫酸浸せき時における供試体曲げ強度保

持率の経時変化 
 

から、本浸せき試験期間内においては、硫酸浸入による炭素繊維シート補強層の劣化は生じていないと考え

られる。これらの結果から、本工法は硫酸環境下でも高いレベルで曲げ補強効果を維持することができるこ

とが明らかとなった。 

 

７．新しいシートライニング工法の下水道施設施設への適用性に関する検討 

 本研究では、従来のシートライニング工法で問題となっている経済性と施工性を改善するために、FRP あ

るいはチタン板を利用した新たな工法の開発に取り組んだ。それぞれの工法の概要は次の通りである。 

（１）FRP 引抜成形材によるシートライニング工法 

 FRP はこれまでにもシートライニング材として用いら

れたことがある、耐食性に優れた素材である。単体でシ

ートを作ることにより軽量化、施工性の向上が期待でき

る。本研究では引抜成形法により作製した FRP を使用す

ることで、比較的安価で高品質なシートライニング工法

の確立を目指した。開発したシートライニング用 FRP パ

ネル（図‐１０）は、Ｅガラスのロービングをコンティ

ニアスストランドマットで包んだ構造となっており、幅

600mm に 15 度傾斜した L 型アンカーを 4 本配置してい

る。マトリックス樹脂にはビニルエステル樹脂と不飽和

ポリエステル樹脂の２種類を用いた。 

（２）純チタンによるシートライニング工法 

 チタンは pH 1 程度の硫酸に侵されず、環境液の浸透も

ないため長寿命が期待できる。また薄板で用いれば十分

に軽量であるため、施工性の向上も図れる。開発した工

法では、適切に下地処理しプライマーを塗布したコンク

リート面に、両面粘着シート（テープ）あるいは接着剤

を使用してチタン板を貼付し施工する。チタン板と下地 

 

図‐１０ シートライニング用 FRP パネル 

プライマー

コ
ン
ク
リ
ー
ト

目地シーリング材

アンカーボルト
（一部）

両面粘着シート
あるいは接着剤

チ
タ
ン
板

プライマー

コ
ン
ク
リ
ー
ト

目地シーリング材

アンカーボルト
（一部）

両面粘着シート
あるいは接着剤

チ
タ
ン
板

 

図‐１１ チタンシートライニング工法の概略図 
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コンクリートとの接着の安全率を向上させるために、チタン板端部に 500mm 程度の間隔で、接着剤を塗布し

たアンカーボルトを打設する。また、チタン板の端部、目地部およびボルトの外周をシリコーン系シーリン

グ材でシールすることにより環境液の遮水性を確保することとした。 

 開発したそれぞれのシートライニング工法について、日本下水道事業団編纂の「下水道コンクリート構造

物の腐食抑制技術マニュアル（参考資料－３. 防食被覆層の品質試験方法）」を参考に試験項目および試験方

法を設定し、コンクリートとの固着性、耐硫酸性、耐アルカリ性、透水性、硫酸遮断性などについて評価し

た。これらの結果から、いずれの工法も下水道環境へ十分適用可能であると判断された。 

 

８. 現場施工性に関する検討 

 本研究において開発した各種補修材料・工法については、室内試験における性能評価により下水道施設の

コンクリート補修への適用可否について検討し、良好な結果が得られた。しかし、その実用化に先立って、

実大規模での施工性を検証し、施工技術に関する知見を得ておく必要がある。そこで、霞ヶ浦浄化センター

内の実験用送水施設の壁面に各種補修材料を数㎡程度ずつ試験施工することにより、現場施工性や施工上の 

留意点等を検討した。 

 施工性試験は、既に広く普及し施工技術

も確立している塗布型ライニング材を除き、

耐酸性モルタル、FRP シートライニング、

チタンシートライニングについて行った。

実験用送水施設（吐出水槽）内部の劣化し

たコンクリート壁面をウォータージェット

ではつり取り（平均はつり深さ 20～30mm）、

水洗、下地処理後、各補修材料を工法仕様

に基づき施工した（図－１２）。 

 一方、各補修材料の実環境下での耐久性

試験を行うために、暴露供試体を作製し、

吐出水槽および嫌気調整槽内部に設置した。

現在、各水槽内部を実環境に近い状態に設

定し、温度および硫化水素濃度のモニタリ

ングを行っている。 

 暴露 5 ヶ月の時点で水槽内の下水を排出

し、暴露供試体の外観調査および各種評価

試験を行った。いずれも供試体に汚れの付

着はあるものの、劣化を示す物性の変化は

認められなかった。今後、最長で 5 年程度

まで引き続き暴露し、追跡調査を行う予定

である。 

 

９. まとめ 
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図‐１２ 各補修材料の施工位置と寸法（吐出水槽） 

 

    

(a) 吐出水槽 (b) 嫌気調整槽 

図‐１３ 暴露供試体設置状況 

 平成 16 年度は、試作した耐食性新材料について、適切な手法に基づき下水道環境における耐食性・適用性

を評価すると共に、これらを用いた補修工法の現場施工性に関する調査を実施した。 

― 94 ― 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 25%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2002 Newspaper)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Saturation
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo true
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 2.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 2.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox false
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [283.465 792.000]
>> setpagedevice


